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１.指標の評価結果について

1

■ 現行の広島市総合交通戦略（交通ビジョン推進プログラム）には、目標数値として25の指標を設定

■ そのうち、評価可能な２３指標を評価した結果、約７割の指標で目標を達成

指標の達成状況

施策コンセプト
力点を置くべき施策の方向性

達成度

達成指標数/全指標数

全 体 17/23

都市の活性化や都市生活の快適化に貢献する交通へ 12/15

公共交通の「生活インフラ」としての充実・強化 1/2

高速性・定時性を備えた「経済インフラ」の整備 1/1

自転車の「都市交通手段」としての復権 2/3

人が安全で自由に移動できる交通環境の整備 8/9

都市の魅力づくりに貢献する交通へ 4/6
「行きよい」都心づくりのための交通環境の整備 4/5

都心の回遊性・にぎわいを創出する交通環境の整備 0/1

都市経営の効率化に貢献する交通へ 0/1

交通需要マネジメントの推進 0/1

プログラム全体にかかる指標 1/1
※詳細は別添参照



現行の広島市総合交通戦略の指標の評価結果について

当初の予定通り実施した施策 当初の予定通り進まなかった施策

都市の活性化や都市生活の快適化に貢献する交通へ 12/15 ※達成指標数/全指標数（算出可能なものに限る）

公共交通の「生活インフラ」としての充実・強化 1/2 ※達成指標数/全指標数（算出可能なものに限る）

公共交通機関の利用者数を増
やす

市内関連の公共交通機関利用
者

57万人 60万4千人 60万7千人 ○ ―
第40回広島市統計書（平成30年度
版）

公共交通機関の利用者満足度
を増やす

バスや電車など公共交通機関の
利用のしやすさに対して満足して
いる人の割合

62.90% 71% 60.1% ×

公共交通の充実強化に向けて、長期的
展望を持って取組を進めてきた結果、公
共交通の利用者数は近年増加傾向にあ
る。そのような中、満足している市民の割
合が向上していないのは、市民全体にそ
の効果が十分浸透するには時間を要す
ること等が理由と考えられる。

平成29年度（2017年度）広島市市民
意識調査

高速性・定時性を備えた「経済インフラ」の整備 1/1

道路の混雑度が1.25※以上の
箇所を減らす

平成17年度道路・街路交通情勢
調査（道路交通センサス）での一
般交通量調査箇所のうち、平日
の混雑度

51箇所
（平成17年度

（2005年度）センサ
スベース）

現況より1割削減 36箇所 ○ ―
平成27年度道路・街路交通情勢調
査（道路交通センサス）

【道路関連施策】
１：広島高速2号線
２：広島高速3号線
７：都市計画道路　広島南道路（太田川放水路渡河部）
８：都市計画道路　矢賀間所線
１０：都市計画道路　東雲線外1
１２：市道　安芸1区平原線
１３：市道　安芸1区中野瀬野線
１４：市道　安芸1区瀬野線
（３）：広島南道路（Ⅱ期）供用に伴う関連道路整備
１８：国道488号
（４）：国道261号
２０：県道　五日市筒賀線

【道路関連施策】
３：広島高速5号線
９：都市計画道路　矢賀大州線外1（天満矢賀線）
１１：県道　温品二葉の里線
１７：国道433号

※　混雑度が1.25を超えると、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が高い状態になる。

自転車の「都市交通手段」としての復権 2/3 ※達成指標数/全指標数（算出可能なものに限る）

デルタ内の歩道※1における歩
行者・自転車の分離の整備率
を上げる

市中心部の歩道内において歩行
者と自転車の分離の整備率を上
げる

22%
（5.4㎞／25.1㎞）

100％（25.1㎞／
25.1㎞）

38%
（9.5㎞／25.1㎞）

×

平成２４年１１月に国が策定した「安全で
快適な自転車利用環境創出ガイドライ
ン」において、自転車は車道を走行する
ことが原則であることが示されたことか
ら、その後は車道内での自転車走行空
間整備に取り組んだため。

―

自転車通行量を増やす 市内（デルタ内）の自転車通行量 19,185台※2 現況より2割増加 算出不可 ― ―

Ｈ２２センサス以降、調査箇所の変
更や一部路線で自転車通行量の測
定を実施しなくなったことなどにより
算出できなくなったため

放置規制区域内及びその周辺
の放置自転車等の台数を減ら
す

放置規制区域内及びその周辺に
おける毎月の1平日の放置自転
車等台数の平均値

3,047台※3 2,100台 1,330台 ○ ―
平成29年（2017年）4月～平成30年
（2018年）3月までの毎月の1平日の
平均値

自転車の交通事故件数を減ら
す

市内の自転車が関係した交通事
故件数

1,652件※4 1,100件※5 873 ○ ―
平成29年（2017年）1月～12月の件
数

指標

※1　デルタ市街地内において、特に歩行者と自転車が混在する有効幅員3.5m以上の自転車歩行者道を対象
※2　対象地点は、西方面、東方面、北方面各2地点の交通量
※3　平成20年（2008年）4月～平成21年（2009年）3月までの毎月の1平日の平均値
※4　平成20年（2008年）1月～12月の件数
※5　第9次交通安全計画で定めた目標数値は、交通事故件数5,500件以下。これをもとに、自転車が関係した交通事故件数の目標値は、全体の20％を設定。

【公共交通支援】
１：ＪＲ可部線の河戸電化延伸
２：ＪＲ在来線の快速電車の運行
３：ＪＲ在来線の車内設備の改善、車両の増設
７：白島新駅の設置
９：超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔路面電車〕
１０：電車優先信号の設置〔路面電車〕
１１：電車ロケーションシステムの高度化〔路面電車〕
１２：交差点の軌道舗装改良〔路面電車〕
１３：電停施設の改良〔路面電車〕
１５：信用乗車方式の導入〔路面電車〕
１８：バス走行環境の向上（バス専用レーン等の遵守、ＰＴＰSの導入拡大）
１９：急行バス・深夜バスの拡充（路線新設、運行本数の増加）
２２：交通結節点における公共交通に関する情報の充実
２３：携帯電話等による公共交通に関する情報の提供
２４：転入者に対する情報提供
２５：バス停時刻表の改善
２７：アストラムラインの利用しやすい運行ダイヤの編成
２８：交通系ＩＣカードの利用拡大
２９：バス停及び路面電車電停の上屋、ベンチ等の設置
３０：ＪＲ広島駅自由通路等の整備

【公共交通支援】
５：超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔宮島線〕
６：急行便の導入〔宮島線〕
１４：電停の統廃合〔路面電車〕

目標値
現況

平成20年度
（2008年度）

目標数値
平成29年度
（2017年度）

実績値
平成29年度末

達成度
○：達成

△：ほぼ達成
×：未達成

施策の進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※施策名の前の番号は別紙「交通ビジョン推進プログラム一覧のスケジュールと達成状況等」の施策名の番号

実績値が目標数値を下回った理由 算定根拠

【道路関連施策】
（５）：自転車都市ひろしまの推進
２２：自転車走行空間ネットワークの整備（約6ｋｍ）
２３：レンタサイクル（コミュニティサイクル）システムの導入
２４：駐輪場の整備
２５：自転車利用者への指導啓発活動
２６：放置自転車の撤去
２７：建築物における駐輪場の附置義務基準の見直し
２８：自転車の交通ルール・マナーの周知

別 添
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当初の予定通り実施した施策 当初の予定通り進まなかった施策

指標 目標値
現況

平成20年度
（2008年度）

目標数値
平成29年度
（2017年度）

実績値
平成29年度末

達成度
○：達成

△：ほぼ達成
×：未達成

施策の進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※施策名の前の番号は別紙「交通ビジョン推進プログラム一覧のスケジュールと達成状況等」の施策名の番号

実績値が目標数値を下回った理由 算定根拠

人が安全で自由に移動できる交通環境の整備 8/9

交通機関及び交通施設のバリ
アフリー化率：低床路面電車を
増やす

市内を運行する低床路面電車の
編成数

22編成 27編成 36編成 ○ ―

交通機関及び交通施設のバリ
アフリー化率：低床バスを増や
す

主に市内を運行経路とする路線
のノンステップバスの車両数

61台 106台 143台 ○ ―

交通機関及び交通施設のバリ
アフリー化率：特定旅客施設の
バリアフリー化率を上げる

利用者数5千人以上の市内の鉄
道・軌道駅（21駅）のうち、バリア
フリー化された駅の割合

71％（15駅／21
駅）

100％（21駅／21
駅）

90％（19駅／21
駅）

【91％（21駅／23
駅）平成26年度に
整備されたＪＲ及
びアストラムライン
の新白島駅を含ん
だ値】

×

新井口駅、西広島駅が以下の理由によ
り、整備未完了となったため。
新井口駅については、敷地的制約からエ
レベーター設置空間を新たに確保する必
要があり、そのための地権者との調整に
時間がかかったため。
西広島駅については、平成29年度に着
手した交通結節点整備事業の中でバリ
アフリー化を図ることにしたため。

道路のバリアフリー化率を上げ
る

広島駅、横川駅、五日市駅、新
井口駅の各駅から周辺の主要な
施設までの経路のバリアフリー
化率

73％
（5,500m／
7,570m）

100％〈H22〉 100% ○ －

バリアフリー法に基づく重点整備地
区における特定路線（L=7,570m）に
ついては、平成22年度末にバリアフ
リー化が完了済み

電線類地中化道路整備率を上
げる

電線類が地中化された道路の整
備率

72.1%
（62.6㎞／86.8㎞）

72.6％
（72.1㎞／99.3㎞）

72.6％
（72.1㎞／99.3㎞）

○ － －

交通事故の死傷者数を減らす 市内の年間交通事故死傷者数 36人※1 18人※2 17人 ○ ―
平成29年（2017年）1月～12月の数
値

交通事故件数を減らす 市内の年間交通事故件数 7,572件※1 5,500件※2 3,815件 ○ ―
平成29年（2017年）1月～12月の数
値

高齢者の交通事故件数を減ら
す

市内の高齢者が関係した交通事
故件数

1,715件※1 1,300件※2 1,326件 △
高齢化に伴い、高齢者が被害者のみな
らず加害者になる事故が増加しているこ
とが要因の一つと考えられる。

平成29年（2017年）1月～12月の数
値

広域避難路の整備率を上げる
市内の広域避難路に指定されて
いる道路の整備率

75％
（88.8㎞／116.4

㎞）

87.0％（101.3㎞／
116.4㎞）

95.1％
（110.7㎞／116.4

㎞）
○

※1　平成20年（2008年）1月～12月の数値
※2　第9次交通安全計画で定めた目標数値は、交通事故による死者数18人以下、交通事故件数5,500件以下。これをもとに、高齢者が関係した交通事故件数の目標数値は、全体の24％（第8次交通安全計画実績）を設定

【公共交通支援】
１：ＪＲ可部線の河戸電化延伸
２：ＪＲ在来線の快速電車の運行
３：ＪＲ在来線の車内設備の改善、車両の増設
７：白島新駅の設置
９：超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔路面電車〕
１０：電車優先信号の設置〔路面電車〕
１１：電車ロケーションシステムの高度化〔路面電車〕
１２：交差点の軌道舗装改良〔路面電車〕
１３：電停施設の改良〔路面電車〕
１５：信用乗車方式の導入〔路面電車〕
１８バス走行環境の向上（バス専用レーン等の遵守、ＰＴＰSの導入拡大）
１９急行バス・深夜バスの拡充（路線新設、運行本数の増加）
３３：生活交通を維持するためのバス運行対策
３４：地域主体の乗合タクシー等の導入
３５：低床バス（低公害バス）の導入
３８：都心循環バスの導入
３６：旅客施設のバリアフリー化
３７：心のバリアフリー化の推進

【道路関連施策】
２２：自転車走行空間ネットワークの整備
２９：高齢者が利用しやすい移動手段の開発促進とその普及、安全な移動環境
の整備
３０：道路照明灯の省エネ化の推進
３１：環境対応車等が安心して走行可能となるインフラ整備
３２：道路のバリアフリー化
・歩道の整備（３５：県道　広島三次線、３６：県道　広島豊平線、３７：県道　東
広島白木線、（６）：県道　五日市停車場線、（７）：市道　東５区６号線（二葉の
里））
３９：あんしん歩行エリアの整備
（９）安心・安全な通学路の整備
・電線類の地中化による無電柱化（４０：都市計画道路　御幸橋三篠線、４１：県
道　東海田広島線（城北通り）、４２：市道　中1区駅前吉島線（駅前通り）、４３：
市道　中1区鷹野橋宇品線（鷹野橋）、４６：市道　中3区中広宇品線（城南通
り）、（１２）：市道　東5区常盤橋若草線）
５０：交通安全意識の高揚
５１：生活道路の整備
・良好な市街地を形成する街路の整備（５５：都市計画道路　寿老地中地線（11
工区）、５８：都市計画道路　西原山本線（2工区）、５９：都市計画道路　畑口寺
田線(1-1工区)外1）
・市内幹線道路網の整備（６１：県道　広島湯来線、６５：県道　勝木安古市線、
６６：市道　安芸4区103号線（矢野中央線）(1工区)、（１８）県道　下佐東線、（２
０）東原橋（市道安佐北３区２１５号線））
７１：交差点交通処理の見直しによる渋滞対策
（２３）：橋りょう長寿命化事業
７２：橋りょうの耐震補強
（２４）：新交通インフラ施策長寿命化事業
（２５）：新交通インフラ施策耐震対策
（２６）：道路法面防災
（２７）：最高寺橋（国道１９１号）

【交通需要マネジメント施策】
２：パーク＆ライド駐車場の充実
６：マイカー乗るまぁデーの推進

【公共交通支援】
５：超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔宮島線〕
６：急行便の導入〔宮島線〕
１４：電停の統廃合〔路面電車〕
４２：トランジットモールの導入
４０共同集配、共同荷さばき施設の整備

【道路関連施策】
・歩道の整備（３４：国道433号、３８：県道　広島中島線）
・拠点地区を連絡する街路の整備（５２：都市計画道路　長束八木線（3工区）、
５３：都市計画道路　霞庚午線（8・9工区）、都市計画道路　５４：中筋温品線
（1・6工区））
・良好な市街地を形成する街路の整備（５６：都市計画道路　吉島観音線外1
（駅前観音線）、５７：都市計画道路　駅前線）
・市内幹線道路網の整備（６０：県道　広島中島線、６２：県道　久地伏谷線、６
３：県道　中山尾長線、（１９）：県道　宇津可部線）
・市街地整備等を支援する街路の整備（６７：都市計画道路　東雲大州線外1
（駅前大洲線）、６８：都市計画道路　比治山東雲線、６９：都市計画道路　段原
蟹屋線外1（駅前大州線））
７３：道路法面防災（国道191号（小河内））
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当初の予定通り実施した施策 当初の予定通り進まなかった施策

指標 目標値
現況

平成20年度
（2008年度）

目標数値
平成29年度
（2017年度）

実績値
平成29年度末

達成度
○：達成

△：ほぼ達成
×：未達成

施策の進捗状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※施策名の前の番号は別紙「交通ビジョン推進プログラム一覧のスケジュールと達成状況等」の施策名の番号

実績値が目標数値を下回った理由 算定根拠

都市の魅力づくりに貢献する交通へ 4/6

「行きよい」都心づくりのための交通環境の整備 4/5

拡大都心核までの1時間到達
エリアカバー率を上げる

市街化区域内で公共交通機関に
より拡大都心核まで1時間で到達
できる範囲（1㎞メッシュ）の割合

81.6％（H19年値） 現況より増加 82.3% ○ ―
各メッシュの中心から都心部までの所要時間
を算出

交通結節点から拡大都心核ま
での所要時間を減らす：ＪＲ広
島駅から拡大都心核まで

ＪＲ広島駅、ＪＲ横川駅、ＪＲ西広
島駅から紙屋町までの路面電車
もしくはバスの朝ラッシュにおけ
る平均所要時間

8分（H19年値） 現況より短縮 8分
△

（24秒短縮）
― PASPYデータの乗降時間差により算出

交通結節点から拡大都心核ま
での所要時間を減らす：ＪＲ横
川駅から拡大都心核まで

ＪＲ広島駅、ＪＲ横川駅、ＪＲ西広
島駅から紙屋町までの路面電車
もしくはバスの朝ラッシュにおけ
る平均所要時間

9分（H19年値） 現況より短縮 8分
○

（44秒短縮）
― PASPYデータの乗降時間差により算出

交通結節点から拡大都心核ま
での所要時間を減らす：ＪＲ西
広島駅から拡大都心核まで

ＪＲ広島駅、ＪＲ横川駅、ＪＲ西広
島駅から紙屋町までの路面電車
もしくはバスの朝ラッシュにおけ
る平均所要時間

14分（H19年値） 現況より短縮 14分
△

（16秒短縮）
― PASPYデータの乗降時間差により算出

都心を迂回する機能を有する
道路の整備率を上げる

都心から通過交通を排除するた
め、都心を迂回する機能を有す
る道路の整備率

57％（33.9km） 86％（51.5㎞） 82%(48.9km) ×

概ねの路線で計画通り整備を完了した
が、一部路線において用地取得交渉に
時間を要したこと等から目標数値を下
回った。

都心の回遊性・にぎわいを創出する交通環境の整備 0/1

都心における歩行空間等の交
通環境の満足度を上げる

都心における歩行のしやすさ、自
転車の走行のしやすさなど都心
の交通環境に関して満足してい
る人の割合

41.10% 52% 40.30% ×

広島駅周辺の再開発、自由通路の整備
や紙屋町・八丁堀地区の薬研堀通りの
整備等により、都心における交通環境の
向上は図られているものの、市民意識調
査の回答では「歩道が狭い、ない」など
の意見があり、狭幅員道路では歩行空
間が確保されていない、歩行者と自転車
の輻そうが生じているなど未だ課題が
残っていることが考えられる。

平成29年度(2017年度)広島市市民
意識調査

【公共交通支援】
９：超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔路面電車〕
３８：都心循環バスの導入
４３：商業・文化・スポーツ施設等と連携した公共交通機関の利用促進策の充
実
（１）：路面電車の軌道敷緑化
（２）：可部線廃線敷の利活用の推進

【道路関連施策】
２２：自転車走行空間ネットワークの整備
２３：レンタサイクル（コミュニティサイクル）システムの導入
２４：駐輪場の整備
２５：自転車利用者への指導啓発活動
２６：放置自転車の撤去
２７：建築物における駐輪場の附置義務基準の見直し
２８：自転車の交通ルール・マナーの周知
５０：交通安全意識の高揚
（２８）：石畳歩道改良
（２９）：猿猴橋の復元（被爆７０周年記念事業）

【交通需要マネジメント施策】
６：マイカー乗るまぁデーの推進

【公共交通支援】
５：超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔宮島線〕
３９：路上荷さばきの自粛（路上荷さばきのルール化）
４０：共同集配、共同荷さばき施設の整備
４１：荷さばきスペースの確保（路外荷さばき施設の設置）
４２：トランジットモールの導入

都市経営の効率化に貢献する交通へ 0/1 ※達成指標数/全指標数（算出可能なものに限る）

交通需要マネジメントの推進 0/1 ※達成指標数/全指標数（算出可能なものに限る）

環境を意識した交通行動を
行っている市民の割合を増や
す

通勤や買物などの移動の際、マ
イカーではなく、環境にやさしい
徒歩、自転車、公共交通などの
交通手段を利用することを意識し
ている人の割合

69.00% 90% 58.10% ×

環境問題や都市交通問題への関心は依
然として高いものの、それが環境を意識
した交通行動に直接結びついていないこ
と等が理由と考えられる。

平成30年度(2018年度)広島市市民
意識調査

マイカー利用を控えた交通行
動を行っている市民の人数を
増やす

常設型WEBサイト「マイカー乗る
まぁデーくらぶ」の登録者の延べ
取組報告件数

20,441件※ 38,000件 算出不可 ― ―

WEBサイト上での集計
【「マイカー乗るまぁデーくらぶ」が平
成23年度をもって廃止となったた
め、算定不可。（平成23年度の取組
報告件数：15,436件）】

※　平成20年度〈2008年度〉は、平成20年（2008年）7月から平成21年（2009年）3月までの9か月間の延べ取組報告件数

プログラム全体にかかる指標 1/1

自動車部門の温室効果ガス排
出量を減らす

自動車部門の温室効果ガス排出
量について、基準年度である平
成2年度（1990年度）に対する削
減率

△4.1%※1 △5.0%〈H32〉※2 △8.9%
（平成29年度速報値）

○ ―
広島市の温室効果ガス排出量（平成
28年度確定値及び平成29年度速報
値）

― ―

※1　基準年度（平成2年度（1990年度））と平成18年度（2006年度）確定値との比較
※2　広島市地球温暖化対策実行計画（平成29年3月）の自動車部門を含む運輸部門のCO2の平成25年度比の目標数値で再設定

【交通需要マネジメント施策】
２：パーク＆ライド駐車場の充実
４：カーシェアリングの促進
６：マイカー乗るまぁデーの推進
７：モビリティ・マネジメント（TFP：トラベルフィードバックプログラム）の実施
８：アストラムラインに対するブランドイメージの向上

【公共交通支援】
４０：共同集配、共同荷さばき施設の整備
４２：トランジットモールの導入

【公共交通支援】
５：超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔宮島線〕
１４：電停の統廃合〔路面電車〕
６：急行便の導入〔宮島線〕

【道路関連施策】
５４：都市計画道路　中筋温品線（1・6工区）
５６：都市計画道路　吉島観音線外1（駅前観音線）

【公共交通支援】
１：ＪＲ可部線の河戸電化延伸
２：ＪＲ在来線の快速電車の運行
７：白島新駅の設置
９：超低床車両（ＬＲＶ）の導入〔路面電車〕
１０：電車優先信号の設置〔路面電車〕
１５：信用乗車方式の導入〔路面電車〕
１８：バス走行環境の向上（バス専用レーン等の遵守、ＰＴＰSの導入拡大）
１９：急行バス・深夜バスの拡充（路線新設、運行本数の増加）
２２：交通結節点における公共交通に関する情報の充実
３０：ＪＲ広島駅自由通路等の整備
３６：旅客施設のバリアフリー化

【道路関連施策】
１：広島高速2号線
２：広島高速3号線
７：都市計画道路　広島南道路（太田川放水路渡河部）
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２.次期戦略の評価指標の設定に向けて

2

■ 現行戦略の評価において生じた問題や、次期戦略の評価において留意するべき事項などを踏まえ、以下

のとおり次期戦略の評価指標の設定に向けて検討を進める。

現行戦略の評価において生じた問題を踏まえた評価指標

現行戦略の評価において生じた問題
次期戦略の評価における留意点

想定される評価指標
（他都市の事例）問題が生じた原因

実績値が「算定不可」 実績値の算定根拠となる統計・調査データ
が得られなくなった。

〔例：道路交通センサスの調査の取りやめ〕

・将来においても確実に取得できる普遍的
な数値を評価指標として設定

・目的を的確に捉えた評価指標の設定

〔例：道路の整備延長を増やすことが目的で
はなく、地点間の交通アクセス性を高める
ことにより経済活動（消費額、コンテナ取扱
量、駅乗降客数）等を高めることが目的〕

達成度が「×」 事業実施方針の変更等により、事業実施
を取りやめた。

〔例：国のガイドライン変更に伴う自転車走行
空間整備の方針変更（歩道内→車道内）〕

実績値の取得に迅速
性が無い

市民意識調査の結果など、常時取得でき
ない値を評価指標として設定している。

・常時取得可能なビッグデータ等の利活
用を検討する。

次期戦略の評価において新たに取り入れるべき評価項目
次期戦略の評価における留意点

背景・理由など

新たなモビリティサー
ビス等の新技術の利
活用

国が主導する全国における実証実験の実
施など、急速に進展する技術開発

・自動運転やライドシェア等の新たなモビ
リティサービス等の利活用を踏まえた評
価指標の検討

防災・減災 平成３０年７月豪雨災害を始めとする大規
模災害の発生、重要物流道路制度の創設

・重要物流道路の整備やインフラ老朽化
対策などを踏まえた評価指標の検討

物流 重要物流道路の創設

次期戦略の評価において新たに取り入れるべき評価項目

・港湾のコンテナ取扱数
（福岡市）

・市民一人当りの公共交通
利用回数 （岡山市）

・主要駅の乗降客数
（福岡市・熊本都市圏）

・公共交通アクセスが容易な
エリアの人口カバー率
（広島市）

・都心の歩行者数
（岡山市・福岡市）

・無電柱化延長
（熊本都市圏）

・耐震化橋梁数
（熊本都市圏）

・重要物流道路の整備率
（－）

・要検討
（－）


